
協議事項37 

 

市立特別支援学校における児童生徒の増加対策について  

市立特別支援学校における児童生徒の増加対策について、協議事項として以下のとお

り提案する。  
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児童生徒の増加対策
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現状と課題① 市立特別支援学校の児童生徒数の推移
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現状と課題② 学部別の児童生徒数の推移（知的障害のみ）

特に小学部・中学部の増加傾向が顕著
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現状と課題③ 学校別・児童生徒数の推移（知的障害のみ）
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現状と課題④ 政令市における療育手帳（18歳未満）の交付件数

明石・西宮市など近隣市も同様の傾向（約1.5～1.7倍）
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現状と課題⑤ 在籍児童生徒の障害程度（市立特別支援学校）

小学部 中学部 高等部
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障害程度が比較的軽い児童生徒の割合が増えている（特に中学部）
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現状と課題⑥

【保護者の意識の変化】

早い段階で知的障害の診断を受け、適切なサービス

を受けることを希望する傾向

少子化傾向の中でも、特別支援学校及び小中学校の

特別支援学級に在籍する知的障害の児童生徒が増加
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